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歳 入
86億2,400

万円

歳 出
82億8,934

万円

義務的経費
23億5,971万円

義務的経費
23億5,971万円

投資的経費
12億6,245万円

投資的経費
12億6,245万円

その他経費
46億6,718万円

その他経費
46億6,718万円

人件費
9億231万円

人件費
9億231万円

扶助費
5億329万円

扶助費
5億329万円

公債費
9億5,411万円

公債費
9億5,411万円

普通建設事業費
10億1,673万円
普通建設事業費
10億1,673万円

災害復旧事業費
2億4,572万円
災害復旧事業費
2億4,572万円

物件費
13億7,426万円

物件費
13億7,426万円

補助費
12億5,714万円

補助費
12億5,714万円

積立金
9億1,024万円

積立金
9億1,024万円

繰出金
10億6,804万円

繰出金
10億6,804万円

諸収入
1億3,180万円

繰越金
3億6,310万円
繰越金
3億6,310万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金
3億8,315万円

地方消費税交付金
1億8,250万円

地方消費税交付金
1億8,250万円

自主財源
16億8,315万円

自主財源
16億8,315万円

依存財源
69億4,085万円

依存財源
69億4,085万円

町税
7億2,346万円

町税
7億2,346万円

地方交付税
47億621万円

地方交付税
47億621万円

国・県支出金
11億5,216万円

国・県支出金
11億5,216万円

町債
8億800万円

町債
8億800万円

分担金及び負担金
8,164万円
分担金及び負担金
8,164万円

地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金・自動車取得税交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

9,198万円　

地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金・自動車取得税交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

9,198万円　

維持補修費
5,750万円
維持補修費
5,750万円

商工費

1億4,939万円
（1.80％）

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

4億2,606万円
（5.14％）

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億5,883万円
（9.15％）

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

18億3,584万円
（22.15％）

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

9億1,430万円
（11.03％）

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

7,528万円
（0.91％）

議員の報酬など。
歳出総額

82億8,934万円

■■

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

諸支出金

9億1,024万円
（10.98％）

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

9億5,411万円
（11.51％）

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

2億4,572万円
（2.96％）

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

7億4,326万円
（8.97％）

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

5億5,204万円
（6.66％）

消防・水防・防災
対策など。

土木費

7億2,427万円
（8.74％）

道路・橋の建設、
維持管理など。

83億円どう使われたのか
宍喰町民センター耐震改修に1億7,665万円
27年度
一般会計
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億円

町の借金と貯金の推移

年度

地方債現在高（借金残高） 積立金残高（貯金残高）
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平成 27 年度一般会計、特別会計などの歳入歳出決算認定の議案が提出され、私たちが納めた税金や、国・
県からの補助金がどのように使われたかを慎重に審査した結果、すべて原案のとおり認定しました。

決

算

認

定

決算認定平成27年度 さらに効率的な
財政運営へ

平成27年度一般会計　歳入・歳出決算の内訳

目的別
歳出
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決

算

認

定

当
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

86
億
２
３
９
９
万
円 

で
前
年
度
と
比
べ
て
２
億 

８
８
５
１
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
お
り
、
科
目
別
に
見

る
と
増
加
し
た
の
は「
繰
入

金
」・「
繰
越
金
」・「
地
方
消

費
税
交
付
金
」等
、
減
少
し
た

の
は
、「
県
支
出
金
」・「
諸
収

入
」・「
地
方
交
付
税
」等
で
あ

る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
合

併
市
町
村
に
係
る
地
方
交

付
税
算
定
方
法
の
特
例
に

よ
る
増
加
（
平
成
27
年
度

６
億
５
千
万
円
）
が
、
平
成

28
年
度
よ
り
５
年
間
で
徐
々

に
減
少
し
、
平
成
33
年
度
算

定
か
ら
新
町
一
本
算
定
と
な

る
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
の

発
行
可
能
期
限
は
平
成
27
年

度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
平

成
32
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
義
務
的
経
費
削
減
に
も

限
度
が
あ
る
の
で
、
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
財
政
基
盤

強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　地震津波災害から住民
のいのちと財産を守る阿
南安芸自動車道海部道路
の整備を促進するための
基金

一般会計・特別会計 （単位：万円）
会　計　別 歳　入 歳　出 差　引

一 般 会 計 86億2,400 82億8,934 3億3,466
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19億7,333 19億6,308 1,025
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億6,705 1億6,437 268
介 護 保 険 特 別 会 計 14億9,164 14億6,376 2,788
浅川公共下水道事業特別会計 6,141 6,040 101
海部公共下水道事業特別会計 1億2,516 1億1,955 561
宍喰公共下水道事業特別会計 1億5,488 1億4,913 575
神野農業集落排水事業特別会計 973 929 44
川西農業集落排水事業特別会計 2,285 2,231 54
日比原農業集落排水事業特別会計 1,035 924 111
漁業集落排水事業特別会計 1,595 1,371 224
川西簡易水道事業特別会計 3,149 1,058 2,091
海部簡易水道事業特別会計 6,221 5,999 222
中里簡易水道事業特別会計 581 290 291
川上簡易水道事業特別会計 4,163 2,987 1,176
鉄道経営安定基金特別会計 7,446 7,446 0
宍 喰 診 療 所 事 業 会 計 1億8,108 1億3,174 4,934

基金残高一覧表

普通会計

財政調整基金 24億9,578万円
減債基金 18億4,877万円
特定施設振興整備基金 3億9,927万円
鉄道経営安定基金 1億6,053万円
地域福祉基金 2億7,379万円
こどもあゆみ基金 9億415万円
千年のいのちを守るまちづくり基金 13億9,452万円
その他基金（普通会計） 9,858万円

特別会計
国民健康保険財政調整基金 2億408万円
国民健康保険宍喰診療所財政調整基金 1億4,009万円
その他基金（特別会計） 1億5,722万円

定額運用基金 奨学金基金 2億円
合　　　　　　　　　　計 82億7,678万円

海陽町千年の
いのちを守る
まちづくり基金

とは
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事
業
は
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
営
業
収
益
は
昨

年
度
に
比
べ
３
１
８
万
円
の
減
で
あ
る
。
こ
の
要
因

は
、
人
口
減
少
に
伴
う
給
水
人
口
の
減
や
節
水
対
策
に
よ
り
、

年
間
給
水
量
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

防
災
面
か
ら
見
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、

水
道
施
設
の
耐
震
化
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
・

津
波
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　

さ
ら
に
、
簡

易
水
道
会
計
と

の
統
合
に
向
け

た
調
査
を
実
施

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、

早
期
実
現
か
つ

公
平
・
公
正
な

事
業
推
進
が
必

要
で
あ
る
。 上

水
道
事
業
会
計
・
海
南
病
院
事
業
会
計

平成27年度上水道事業会計

事業収入	 １億	２，７１１万円	（－    317万円 対前年度）
事業費用	 １億	１，３４２万円	（－    325万円 対前年度）
27年度純利益	 	１, ３６９万円

事
業
は
順
調
に
推
移

　
地
震
に
備
え
耐
震
化
を

平成27年度海南病院事業会計 幅
広
い
取
り
組
み
で

　
抜
本
的
な
見
直
し
を

事業収入	 ５億	 ６００万円	（＋    824万円 対前年度）
事業費用	 ５億	２, ５２４万円	（－3,096万円 対前年度）
27年度純損失	 	１, ９２４万円

訪問診療

新しい資材倉庫（宍喰地区）

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
３
億
３
千
万
円
あ
る
が
、

１
９
２
４
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
要
因

と
し
て
は
、
入
院
患
者
数
・
外
来
患
者
数
の
減
少
で
あ
る
。
特

に
、
医
業
収
入
に
占
め
る
職
員
給
与
比
率
は
１
４
３
・
１
％
と

危
機
的
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
経
営
分
析
や
経

営
改
善
策
が
実
施
さ
れ
、
平
成
28
年
度
に
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
の
導
入
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
包
括
医
療
の

拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果

た
す
た
め
に

は
、
外
来
及

び
入
院
患
者

の
安
定
確
保

は
必
須
で
あ

り
、
経
費
削

減
等
の
幅
広

い
取
り
組
み

な
ど
、
抜
本

的
な
見
直
し

が
強
く
求
め

ら
れ
る
。
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要
望
活
動
・
議
会
の
う
ご
き

要　望　活　動

国土交通省「石井　啓一　大臣」

財務省「三木　亨　財務大臣政務官」 国土交通省四国地方整備局「名波　義昭　局長」

国土交通省「森　昌文　技監」

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

13
日　

第
４
回
臨
時
会

13
日　

議
会
全
員
協
議
会

15
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

19
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修

会
（
徳
島
市
）

26
日　

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
（
徳
島
市
）

29
日　

徳
島
県
女
性
議
員
連
盟
総
会

（
徳
島
市
）

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

県
議
長
会
総
会
（
徳
島
市
）

５
日　

四
国
地
方
整
備
局
要
望
活
動

（
高
松
市
）

８
日　

第
５
回
臨
時
会

８
日　

議
会
全
員
協
議
会

９
日  

徳
島
県
南
部
地
区
四
国
横
断

自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
（
阿
南
市
）

19
日　

南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
（
阿
南
市
）

議
会
の
う
ご
き
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

７　
月

８　
月

９　
月

23
日　

町
村
議
会
広
報
紙
作
成
講
座

（
徳
島
市
）

31
日　

東
洋
町
・
海
陽
町
意
見
交
換

会
（
東
洋
町
）

２
日　

議
会
全
員
協
議
会

２
日　

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

12
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

15
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

16
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

19
日　

海
陽
町
敬
老
会

28
日　

国
土
交
通
省
及
び
財
務
省
要

望
活
動
（
東
京
都
）

29
日　

四
国
町
村
長
・
議
長
研
修
会

（
松
山
市
）



6

海陽町議会だより　vol.42

い
る
の
か
、
し
っ
か
り
確
認

す
る
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。

　

歳
出
は
民
生
費
22
・
２
％
、

総
務
費
17
・
６
％
、
公
債
費

11
・
４
％
の
３
点
で
51
％
を

占
め
る
。

　

特
別
会
計
は
全
て
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
。
上
水
道

事
業
会
計
は
人
口
減
と
節
水

対
策
の
影
響
で
給
水
人
口
、

給
水
量
と
も
減
少
し
て
い
る
。

　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
は
、
宍
喰
庁
舎
、
イ
ベ
ン

ト
倉
庫
解
体
工
事
に
よ
る
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
の
前
後

に
土
壌
検
査
を
14
回
実
施
。

移
転
補
償
、
各
種
体
育
大

会
出
場
補
助
金
を
合
わ
せ
て

８
９
２
万
円
の
補
正
予
算
。

　

条
例
改
正
は
、
海
南
病
院

に
作
業
療
法
士
を
雇
用
す
る

た
め
の
職
員
給
与
、
特
殊
勤
務

手
当
を
追
加
す
る
も
の
。
他
の

条
例
は
、
町
営
残
土
処
理
場

の
設
置
と
管
理
の
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。
新
規
に
奥
馬
谷
と

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

原　

ひ
ろ
み

　

９
月
12
日
開
会
。

　

奥
馬
谷
残
土
処
理
場
を
巡

視
し
た
後
、
上
程
９
議
案
の

説
明
を
受
け
た
。

　

平
成
27
年
度
の
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
普

通
会
計
の
総
額
は
歳
入

86
億
９
３
７
３
万
円
、
歳
出

83
億
５
９
０
７
万
円
。
実
質

総
収
支
額
２
億
９
３
２
７
万

円
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
54
・
１
％
、
町
税

８
・
３
％
、
国
庫
支
出
金
６
・

８
％
、
県
支
出
金
６
・５
％
、

町
債
９
・
３
％
で
あ
る
。

　

税
収
入
は
普
通
税

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
２
常
任
委
員
会
、

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
９
月
12
日
、
13
日
に
開
催
さ
れ
た

各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

７
億
２
０
７
５
万
円
、
目
的

税
２
７
０
万
円
、
総
額
７
億 

２
３
４
６
万
円
。
税
の
徴
収

率
は
89
・
39
％
、
滞
納
時
効

分
を
少
な
く
す
る
た
め
、
徴

収
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
も
出
た
。
軽
自
動
車
滞

納
は
廃
車
手
続
き
が
で
き
て

か
な
森
づ
く
り
事
業
始
ま
る

豊

委

員

長

報

告

神
野
柿
谷
残
土
処
理
場
を
追

加
し
、
中
谷
残
土
処
理
場
の

３
ヵ
所
に
変
更
す
る
。

　
議
案
第
90
号
は
、
第
１
５
４

号
道
路
災
害
復
旧
工
事
で
請

負
契
約
変
更
、
掘
削
土
量
や

残
土
処
理
量
の
追
加
で
工
事

費
１
２
４
３
万
円
増
額
。

　

議
案
第
91
号
は
、
神
野
橋

道
路
改
良
工
事
に
舗
装
工
事

追
加
で
６
６
７
万
円
増
額
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
７
５
６ 

１
万
円
追
加
し
、
総
額 

74
億
１
０
４
０
万
円
と

す
る
も
の
。

　

主
な
も
の
は
、
農
業

費
「
き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン
構

想
」
実
現
に
向
け
た
施

設
整
備
に
１
８
５
９
万

円
。

　

林
業
費
は
豊
か
な
森

づ
く
り
事
業
、
癒
し
の

山
並
み
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
３
２
５
５
万
円

の
事
業
費
。
森
林
整
備

加
速
化
林
業
飛
躍
事
業

で
高
性
能
機
能
機
械
導

入
に
１
億
２
４
０
万
円

の
総
事
業
費
（
町
負
担

１
４
０
９
万
円
）。

　

商
業
費
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
に
１
０
５
０
万

円
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

型
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
に

６
６
６
万
円
。

　

観
光
費
は
イ
ン
デ
ィ
ゴ

ソ
ッ
ク
ス
冬
季
キ
ャ
ン
プ
と

エ
コ
カ
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

１
７
４
万
円
。
観
光
施
設
管

理
費
の
８
６
８
万
円
は
、
町

有
施
設
の
修
繕
費
。

　

土
木
関
係
で
は
林
道
修
繕 

３
ヵ
所
調
査
設
計
に
３
５
０ 

万
円
。
鞆
浦
漁
港
津
波
安
全

対
策
に
総
額
１
０
０
０
万
円

委員会の巡視状況（奥馬谷残土処理場）

海部のきゅうりを全国へ

１
８
５
９
万
円

園
芸
施
設
整
備

　
ゅ
う
り
タ
ウ
ン
構
想
」実
現
へ
向
け
、
次
世

代
園
芸
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
県
内
初
と
な

る
養
液（
水
耕
）栽
培
の
で
き
る
ハ
ウ
ス
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
温
度
、
湿
度
を
管
理
し
、
最
適
な

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

儲
か
る
き
ゅ
う
り
を

経
営
し
、
移
住
就
農
者

を
増
加
、
地
域
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

「
き

実験ハウス CO2 発生機

の
事
業
費
（
町
負
担
１
４
０

万
円
）。
残
土
処
理
場
３
ヵ

所
の
造
成
費
、
大
型
機
械

借
り
上
げ
料
、
仮
設
工
事
に

１
６
５
０
万
円
。
鞆
浦
南
町
排

水
路
改
修
計
画
設
計
委
託
に

６
２
５
万
円
。
城
満
寺
線
改

良
測
量
設
計
に
６
０
０
万
円
。

　

公
園
費
は
海
南
病
院
前
親

水
公
園
の
地
盤
沈
下
で
地
盤

改
良
に
１
３
０
万
円
。

　

そ
の
他
、
様
々
な
協
議
が

行
わ
れ
た
が
、
概
要
は
以
上

の
と
お
り
で
、
当
委
員
会
を

閉
会
し
た
。



7

海陽町議会だより　vol.42

議

案

審

議

豊かな森づくり（神野地区）

森へ行こう

漁港・集落の安全を目指しお得にお買い物を

１
０
５
０
万
円

癒
し
の
山
並
み

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
部
鞆
浦
漁
港
機
能

強
化
・
調
査
設
計
費

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

神
野
地
区
の
町
有

林
に
桜
や
モ
ミ

ジ
な
ど
の
広
葉
樹
を
植

林
し
、
観
光
資
源
や
移

住
交
流
の
拠
点
と
す
る

た
め
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。

海
陽
町
全
域
で
共
通
し
て
使
用
で
き
る
商
品

券
を
発
行
し
ま
す
。
町
内
の
消
費
拡
大
を

図
り
、
企
業
を
維
持
存
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
は
１
万
円
で
、
１
０
０
０
円
券
10
枚

と
５
０
０
円
券
２
枚
が
つ
い
て
い
ま
す
。
11
月
14

日
か
ら
発
売
で
、
１
人
５
組
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

大
規
模
地
震
、

津
波
に
対
す

る
漁
港
や
背
後
集
落

の
安
全
対
策
と
し

て
、
漁
港
施
設
の
機

能
強
化
を
図
る
事
業

で
す
。
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
を
除
き
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
堤
防
を
延

ば
し
ま
す
。

災害に備えて

１
６
５
０
万
円

町
営
残
土
処
理
場

２
ヵ
所
設
置

災
害
の
軽
減
を
目

的
と
し
、
主
に

海
部
川
堆
積
砂
利
の

処
理
を
行
い
ま
す
。

○
奥
馬
谷
残
土
処
理
場
：

大
里
字
奥
馬
谷
39
番
地
１

○
柿
谷
残
土
処
理
場
：

神
野
字
柿
谷
97
番
地
１

３
２
５
５
万
円

奥馬谷残土処理場

１
０
０
０
万
円

鞆奥漁港の改修箇所

安全に通行するために

町
道
伊
勢
田
線

６
０
０
万
円

町
道
平
井
線

１
０
０
０
万
円

舗装工事費昨
年
度
よ
り
３
ヶ
年
計
画
で
施
工
中
の
町

道
伊
勢
田
線
舗
装
工
事
で
す
。
併
せ

て
、
施
行
区
間
の
横
断
水
路
を
改
良
し
ま
す
。

　

ま
た
、
損
傷
の
著
し
い
町
道
平
井
線
の

舗
装
工
事
も
行
い
ま
す
。

道
路
改
良
委
託
料

６
０
０
万
円

吉
田
町
内
会

よ
り
陳
情

の
あ
っ
た
、
町
道

城
満
寺
線
の
拡
幅

改
良
工
事
の
た
め

の
設
計
委
託
料
で

す
。城満寺線

（吉田字南沢）
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の
で
、
期
間
は
３
年
間
で
あ

る
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
は

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い

後
任
者
を
推
薦
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

三
浦　

茂
貴

　

９
月
13
日
開
会
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

と
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
、
介
護
保
険
の
３

つ
の
特
別
会
計
決
算
及
び
海

南
病
院
事
業
会
計
決
算
の
説

明
を
受
け
た
。
主
に
前
年
度

と
の
比
較
と
増
減
要
因
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　

専
決
予
算
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
少
女
バ
レ
ー
の

全
国
大
会
、マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

の
四
国
大
会
、
サ
ー
フ
ィ
ン

の
選
手
権
全
国
大
会
、
ア
ン

ダ
ー
18
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ア
ジ

ア
大
会
、
各
大
会
へ
の
出
場

補
助
金
合
計
35
万
円
な
ど
で

あ
っ
た
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
現
在
再
編
し
た
宍

喰
保
育
所
の
運
営
を
恵
の
園

福
祉
会
に
指
定
管
理
す
る
も

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
多
数
参
加

各

委

員

長

報

告

タブレットを
教育現場に

海
部
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

先
行
導
入Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
「
教
育
の
情
報
化
」
の
さ
ら

な
る
推
進
に
向
け
、
海
部
小
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
先
行
導
入
し
ま
す
。
他
校
の
先

生
も
こ
れ
に
よ
り
研
修
し
、
今
後
、
町
内

の
学
校
へ
の
普
及
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
分
９
台
、先
生
分
４
台
、計
13
台

　

キ
ー
ボ
ー
ド
等
付
属
品
も
今
後
、
導
入

予
定
で
す
。　　
　
　
　
　

  （
Ｐ
13
参
照
）

　

次
に
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
協
議
を
行
っ
た
。

　

民
生
費
５
２
８
０
万
円
の

主
な
も
の
は
、
デ
イ
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
し
ず
み
荘

及
び
宍
喰
老
人
憩
い
の
家

エ
ア
コ
ン
の
入
れ
替
え
工
事

１
４
５
０
万
円
、
奥
浦
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
大
広

間
ド
ア
の
修
繕
料
29
万
円
、

宍
喰
保
育
所
職
員
室
の
雨
漏

り
修
繕
料
89
万
円
、
す
だ
ち

寮
大
規
模
改
修
に
伴
う
予
算

３
４
８
３
万
円
な
ど

で
、
宍
喰
保
育
所
の

施
設
に
つ
い
て
は
来

年
度
に
は
大
規
模
改

修
に
向
け
て
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

衛
生
費
84
万
円
の

主
な
も
の
は
、
宍
喰

斎
場
の
サ
ッ
シ
や
天

井
ク
ロ
ス
の
修
繕
料

47
万
円
な
ど
。

　

教

育

費

１
６
３
１
万
円
の

主
な
も
の
は
、
小

学
校
３
校
の
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
代

１
２
５
万
円
、
海

部
小
学
校
タ
ブ
レ
ッ

ト
先
行
購
入
費
２
３
３
万

円
、
宍
喰
中
学
校
の
技
術
室

と
渡
り
廊
下
の
屋
根
葺
き
替

え
工
事
７
４
０
万
円
、
海
陽

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
全
国
大
会
生
徒
派
遣
費

１
２
８
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
の
説
明
を

受
け
、
最
後
に
海
南
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
の
説
明
を

受
け
た
。
10
月
か
ら
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
る
作
業
療

法
士
の
給
与
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

１
２
５
万
円

地
震
に
よ
る
ケ
ガ
で
最
も
多
い
の
が
、
ガ

ラ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
廊
下
や
教
室

へ
の
飛
散
を

防
ぎ
、
安
全

な
避
難
の
た

め
に
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム

を
購
入
し
ま

す
。

保護者がフィルム貼り
（宍喰小学校）

災害時ガラス片が飛び散るのを防ぎます
３
小
学
校
の
ガ
ラ
ス
に

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

２
３
３
万
円

少女バレーボール「宍喰杉の子」が全国大会出場挨拶

海部小学校の授業風景
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議

案

審

議

つどいの場を
快適に

１
４
５
０
万
円

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
し
ず
み
荘
及
び

宍
喰
老
人
憩
い
の
家

エ
ア
コ
ン
改
修

設
置
か
ら
26
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
に
よ
る
故
障
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
エ
ア
コ
ン
を
新
し
く

取
り
替
え
て
、
高
齢
者
の
方
に
過
ご
し

て
い
た
だ
き
や
す
い
環
境
整
備
を
行
い

ま
す
。

屋根が一番 宍
喰
中
学
校
技
術
室
及
び
渡
り
廊
下

屋
根
改
修　
　
　
　
　
　

昭
和
48
年
に
建
て
ら
れ
た
施
設
の
屋

根
は
、
長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

た
た
め
、
サ
ビ
が
屋
根
全
体
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
特
に
渡
り
廊
下
で
は
、
そ
れ
に

起
因
す
る
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
雨
天
時
に

は
避
け
て
通
行
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
屋
根
を
新
し
く
葺
き
替
え
ま
す
。

（
Ｐ
13
参
照
）

７
４
０
万
円

宍喰中学校　技術室・渡り廊下

安心して暮らすために

読書の秋に向けて

３
４
８
３
万
円

す
だ
ち
寮
大
規
模
改
修

図
書
館
屋
根
修
繕

町
立
海
南
図
書
館
の
屋
根
部
分

の
雨
漏
り
を
修
繕
し
ま
す
。

母
子
生
活
支
援
施
設
す
だ
ち
寮
は
、

建
築
後
42
年
が
経
過
し
て
老
朽
化

が
進
ん
だ
た
め
外
壁
や
ト
イ
レ
・
浴
室
等

を
改
修
し
、
併
せ
て
防
犯
対
策
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

（
Ｐ
13
参
照
）

１
３
０
万
円

海南図書館屋根

すだち寮廊下

改修前のエアコン室外機
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診断力向上

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

長
岡　

秀
一
郎

部
・
那
賀
モ
デ
ル
の
推
進

海

員
よ
り
海
南
病
院
運
営
方

針
、財
務
再
建
計
画
の
立
案
、

地
域
住
民
か
ら
の
信
頼
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
、
院
長
も

医
師
に
対
す
る
指
導
を
お
願

い
し
た
い
、
ま
た
包
括
医
療

体
制
を
見
据
え
た
ス
タ
ッ
フ

の
教
育
も
併
せ
て
や
っ
て
も

ら
い
た
い
、
医
師
の
確
保
は

い
つ
結
論
が
出
る
の
か
、
海

南
病
院
は
終
末
医
療
の
役
割

も
求
め
ら
れ
て
い
る
、
厳
し

い
状
況
を
作
っ
た
の
は
病
院

側
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
っ

た
か
ら
だ
、
整
形
の
医
師
も

患
者
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
な

い
と
い
け
な
い
、
問
診
が
一

番
大
事
だ
、
救
急
を
取
ら
な

い
と
の
噂
を
聞
い
て
い
る
、

海
南
病
院
に
掛
か
っ
て
い
る

患
者
は
一
旦
受
け
入
れ
、
無

理
な
ら
ば
他
病
院
に
搬
送
す

る
体
制
づ
く
り
も
必
要
等
意

見
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て

院
長
、
看
護
師
長
よ
り
説
明

を
受
け
た
が
、
一
部
理
解
は

進
ん
だ
が
十
分
納
得
で
き
る

内
容
で
は
な
か
っ
た
。
質
問

事
項
に
つ
い
て
は
現
場
に
持

ち
帰
り
、
検
討
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
、
委
員
会
を
閉

会
し
た
。

り
、
海
部
・
那
賀
モ
デ
ル
の

推
進
の
話
が
出
て
き
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

法
人
設
立
に
よ
り
、
各
病

院
間
で
診
療
科
の
や
り
と

り
、
病
床
の
移
動
医
療
器
具

の
共
同
利
用
、
薬
剤
や
機
材

の
共
同
購
入
、
医
師
の
研
修

等
が
可
能
に
な
る
制
度
で
あ

る
。
海
南
病
院
は
45
床
が
あ

る
が
、
一
般
病
床
を
残
し
専

門
医
１
人
採
用
し
、
当
面
は

10
床
ほ
ど
を
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
と
し
て
運
営
し
、
実
績

次
第
で
数
を
増
や
し
た
い
と

の
こ
と
。

　

現
在
、
海
部
病
院
よ
り
患

者
を
回
し
て
も
ら
う
取
っ
掛

か
り
と
し
て
、
脳
外
科
医
師

２
人
を
隔
週
で
外
来
に
来
て

も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
経
営
改
善

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
に
入
り
委

　

９
月
２
日
開
会
。

　

病
院
管
理
責
任
者
で
あ
る

小
原
院
長
よ
り
、
医
師
不
足

に
よ
る
原
因
で
経
営
が
厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
の
認
識
が

示
さ
れ
た
。

　

今
後
の
運
営
方
針
と
し
て

県
よ
り
、
上
那
賀
病
院
、
美

波
病
院
、
海
部
病
院
、
海
南

病
院
と
の
４
病
院
で
、海
部・

那
賀
モ
デ
ル
と
い
う
組
織
を

組
み
各
病
院
で
機
能
を
分
担

し
、
問
題
解
決
を
図
る
打
開

策
が
提
案
さ
れ
た
。

　

海
南
病
院
は
リ
ハ
ビ
リ
を

含
む
回
復
期
を
担
う
、
ま
た

グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
に
よ

り
医
師
の
派
遣
を
可
能
と
す

る
条
件
が
示
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
９
月
厚
労
省
は
、
医
療

法
人
が
２
ヵ
所
以
上
で
法
人

化
す
れ
ば
、
地
域
医
療
連
携

推
進
法
の
認
可
が
可
能
に
な

６
８
０
万
円

画
像
読
み
取
り
装
置
入
替

平
成
26
年
度
南
部
圏
域
防
災
訓
練
が

９
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
副

会
場
と
な
っ
た
海
南
病
院
を
中
心
と
し

た
医
療
救
護
訓
練
で

災
害
時
に
的
確
な
医

療
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

の
体
制
強
化
を
図
り

ま
す
。

海
南
病
院
の
医
用
画
像
読

み
取
り
装
置
が
新
し
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
さ
ら

に
地
域
医
療
の
充
実
と
地
域

住
民
の
健
康
管
理
が
向
上
し

ま
す
。

防災訓練

委

員

長

報

告
出羽島診療所

1回目はとにかく
　意見を出し合いました
1回目はとにかく
　意見を出し合いました

海
南
病
院
改
革

特
別
委
員
会

患
者
が
増
え
ず
赤
字
が
拡
大
し
続
け
、

何
年
に
も
わ
た
り
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
た
め
、

議
会
は
病
院
改
革
の
特
別
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。

2回目は病院長の発言に耳を傾けました

初会合

町長町長

院
長
院
長

「海部・那賀モデル」とは、

医療資源に恵まれない海部郡・那賀郡の
地域医療を支える体制を確保するため、
海部病院・海南病院・美波病院・上那賀
病院の４病院と、郡内の５つの診療所が
互いに連携し、地域の公的医療機関が一
体となった医療提供体制を構築していく
取り組みです。
　具体的には、医師の派遣や、医療機関
や医薬品の共同利用・共同購入、医療情
報の共有等を進めることで、県南部の医
師不足解消に努め、安心・安全な医療を
継続して提供できる体制を目指します。

「
赤
字
の
原
因
は
医
師
不
足
が
一
番
で
あ
る
」 

「『
海
部
・
那
賀
モ
デ
ル
』」
の
地
域
医
療
連
携
を
推
進

し
て
い
く
」 

「
今
年
度
赤
字
を
減
ら
す
信
念
で
や
っ
て
い
る
」 

「
町
広
報
誌
に
病
院
の
こ
と
を
載
せ
る
よ
う
に
し
た
」 

「
防
災
訓
練
で
災
害
時
医
療
は
県
下
で
一
番
進
ん
で
い

る
と
評
価
さ
れ
た
」 

「
病
院
に
ゆ
と
り
が
必
要
だ
、
そ
れ
で
患
者
へ
の
対
応

も
良
く
な
る
」

「
急
患
の
患
者
は
診
て
、
断
る
こ
と
は
な
い
」

「
右
肩
上
が
り
を
数
字
で
示
し
て
い
く
」

「
医
師
た
ち
も
努
力
し
て
い
る
」

「
看
護
師
も
最
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
」

　前回の議員の問いかけに答えるように、院長に話していただきました。
その上で、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
「地域包括ケアシステム」の構築に期待したいです。住民のニーズに的確
に応える海南病院となるよう、議会は、今後出てきた数字を紹介しつつ、
見守り応援していきたいです。

看
護
師
長

看
護
師
長

H27.10.1～

H28～ H29～モデル構築

上那賀病院

那賀町内診療所

日和佐診療所宍喰診療所

海南病院
美波病院

阿部診療所

民間病院

海部病院
（地域医療研究センター）

海部・那賀モデル推進チーム

H30～
地域枠医師
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海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

出羽島診療所

1回目はとにかく
　意見を出し合いました
1回目はとにかく
　意見を出し合いました

海
南
病
院
改
革

特
別
委
員
会

患
者
が
増
え
ず
赤
字
が
拡
大
し
続
け
、

何
年
に
も
わ
た
り
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
た
め
、

議
会
は
病
院
改
革
の
特
別
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。

2回目は病院長の発言に耳を傾けました

初会合

町長町長

院
長
院
長

「海部・那賀モデル」とは、

医療資源に恵まれない海部郡・那賀郡の
地域医療を支える体制を確保するため、
海部病院・海南病院・美波病院・上那賀
病院の４病院と、郡内の５つの診療所が
互いに連携し、地域の公的医療機関が一
体となった医療提供体制を構築していく
取り組みです。
　具体的には、医師の派遣や、医療機関
や医薬品の共同利用・共同購入、医療情
報の共有等を進めることで、県南部の医
師不足解消に努め、安心・安全な医療を
継続して提供できる体制を目指します。

「
赤
字
の
原
因
は
医
師
不
足
が
一
番
で
あ
る
」 

「『
海
部
・
那
賀
モ
デ
ル
』」
の
地
域
医
療
連
携
を
推
進

し
て
い
く
」 

「
今
年
度
赤
字
を
減
ら
す
信
念
で
や
っ
て
い
る
」 

「
町
広
報
誌
に
病
院
の
こ
と
を
載
せ
る
よ
う
に
し
た
」 

「
防
災
訓
練
で
災
害
時
医
療
は
県
下
で
一
番
進
ん
で
い

る
と
評
価
さ
れ
た
」 

「
病
院
に
ゆ
と
り
が
必
要
だ
、
そ
れ
で
患
者
へ
の
対
応

も
良
く
な
る
」

「
急
患
の
患
者
は
診
て
、
断
る
こ
と
は
な
い
」

「
右
肩
上
が
り
を
数
字
で
示
し
て
い
く
」

「
医
師
た
ち
も
努
力
し
て
い
る
」

「
看
護
師
も
最
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
」

　前回の議員の問いかけに答えるように、院長に話していただきました。
その上で、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
「地域包括ケアシステム」の構築に期待したいです。住民のニーズに的確
に応える海南病院となるよう、議会は、今後出てきた数字を紹介しつつ、
見守り応援していきたいです。

看
護
師
長

看
護
師
長

H27.10.1～

H28～ H29～モデル構築

上那賀病院

那賀町内診療所

日和佐診療所宍喰診療所

海南病院
美波病院

阿部診療所

民間病院

海部病院
（地域医療研究センター）

海部・那賀モデル推進チーム

H30～
地域枠医師
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第
３
回
定
例
会

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
12
日
開
会
、
町
長
よ
り
13
議
案
、

議
員
発
議
３
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
、

９
月
15
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
28
年
第
４
回
臨
時
会
は
、
７
月
13
日
開
会
、
次
の
２
議
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
28
年
第
５
回
臨
時
会
は
、
８
月
８
日
開
会
、
次
の
１
議
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

作
業
療
法
士
の
給
与
表
等
を
追
加
す
る
改
正

・
町
営
残
土
処
理
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

２
箇
所
を
廃
止
し
、新
た
に
２
箇
所
を
追
加
す
る
改
正

　

契
約
関
係

・
平
成
27
年
災
害
国
補
第
１
５
４
号
道
路
災
害
復
旧
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

変
更
前
契
約
額　

１
億
２
３
１
２
万
円  

変
更
後　

１
億
３
５
５
５
万
円

・
町
道
海
南
柿
谷
線
神
野
橋
道
路
改
良
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

変
更
前
契
約
額　

１
億
１
８
２
９
万
円  

変
更
後　

１
億
２
４
９
７
万
円

承
認
関
係

・
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）    

８
９
２
２
万
円
⬅

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　
　

宍
喰
保
育
所

   　

指
定
す
る
団
体　

社
会
福
祉
法
人　

惠
の
園
福
祉
会

　
　

指
定
の
期
間　
　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31
日

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
所　

宍
喰
浦
字
宍
喰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

由
木　

和
幾

　

予
算
関
係

・
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）	

３
億
７
５
６
１
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）	

９
８
７
２
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）	

１
０
０
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）	

50
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）	

６
８
０
万
円
⬅

契
約
関
係

・
平
成
28
年
度
浜
崎
地
区
集
会
所
兼
避
難
所
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　

５
７
２
４
万
円

　
　

契
約
相
手　

丸
乃
木
材
㈲　

代
表
取
締
役　

乃
一　

吉
男

　
　

工　
　

期　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
～
平
成
29
年
２
月
28
日

契
約
関
係

・
平
成
28
年
度
海
部
公
民
館
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　

１
億
２
５
０
６
万
円

　
　

契
約
相
手　

㈱
八
千
代
組　

代
表
取
締
役　

森
本　

則
明

　
　

工　
　

期　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
～
平
成
29
年
３
月
17
日

議
員
発
議

・
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　

委
員
会
が
議
案
を
提
出
で
き
る
条
項
を
追
加
す
る
改
正

・
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

議
員
の
懲
罰
の
動
議
等
が
あ
っ
た
と
き
、懲
罰
特
別
委
員
会
等
が
設
置　

　

さ
れ
た
も
の
と
す
る
改
正

・
参
議
院
選
挙
区
の
県
を
ま
た
い
だ「
合
区
」に
反
対
す
る
決
議

　

  

海
陽
町
議
会
は
、地
方
の
声
を
国
政
に
届
け
る
た
め
、地
方
分
権
に
逆　

行
す
る
参
議
院
選
挙
区
の
県
を
ま
た
い
だ「
合
区
」に
強
く
反
対
す
る
決　

議
を
し
、次
の
参
議
院
選
挙
で
は
合
区
の
解
消
を
求
め
る
決
議
を
す
る

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈
⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈
議
案
審
議
の
ま
と
め歳　出 ９月補正 補正後 構成比率

議 会 費 0 7,063万6千円 1.0
総 務 費 5,065万円 10億3,962万7千円 14.0
民 生 費 5,280万4千円 17億9,040万4千円 24.2
衛 生 費 84万1千円 7億2,124万7千円 9.7
農 林 水 産 業 費 7,727万2千円 5億4,619万2千円 7.4
商 工 費 2,823万8千円 1億8,785万8千円 2.5
土 木 費 1億438万1千円 8億5,647万7千円 11.6
消 防 費 371万円 5億2,035万2千円 7.0
教 育 費 1,631万6千円 7億8,870万4千円 10.6
災 害 復 旧 費 4,140万円 6,680万円 0.9
公 債 費 0 8億639万8千円 10.9
諸 支 出 金 0 376万円 0.0
予 備 費 0 1,195万円 0.2
合 計 3億7,561万2千円 74億1,040万5千円 100.0

歳　入 ９月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億6,313万9千円 8.9
地 方 譲 与 税 0 5,780万円 0.8
利 子 割 交 付 金 0 40万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 700万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 450万円 0.1
地方消費税交付金 0 1億4,030万円 1.9
自動車取得税交付金 0 720万円 0.1
地方特例交付金 0 80万円 0.0
地 方 交 付 税 1億8,246万円 39億817万6千円 52.7
交通安全対策特別交付金 0 110万円 0.0
分 担金 · 負 担金 0 7,475万円 1.0
使 用料 · 手 数料 9万9千円 6,741万8千円 0.9
国 庫 支 出 金 1,672万6千円 5億1,084万3千円 6.9
県 支 出 金 6,274万3千円 5億6,755万1千円 7.7
財 産 収 入 0 4,466万円 0.6
寄 附 金 0 70万円 0.0
繰 入 金 230万9千円 3億4,534万7千円 4.7
繰 越 金 200万円 8,238万5千円 1.1
諸 収 入 1,234万2千円 1億120万3千円 1.4
町 債 9,693万3千円 8億2,513万3千円 11.1
合 計 3億7,561万2千円 74億1,040万5千円 100.0

９月補正予算後の
歳入歳出予算

第
4
回
臨
時
会

第
5
回
臨
時
会

・
平
成
28
年
度
町
営
バ
ス
車
両
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　

７
８
４
万
円

　
　

契
約
相
手　

㈲
芝
原
オ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

代
表
取
締
役　

芝
原　

一
史

　
　

納　
　

期　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
～
平
成
29
年
２
月
10
日
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本
議
会
で
の
議
案
審
議

小
山
議
員

　

宍
喰
中
学
校
の
技
術
室
の
耐
震
診

断
を
早
急
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
が
、
い
つ
す
る
の
か
。

 

池
内
教
育
次
長 

　

非
木
造
平
屋
２
０
０
㎡
以
下
な
の
で
耐
震
診
断
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
が
、
来
年
に
は
実
施
し
た
い
。

 

小
山
議
員 

　

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
工

事
を
す
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

 

前
田
町
長 

　

屋
根
の
修
繕
の
方
が
よ
り
急
ぐ
と
い
う
判
断
を
し
た
。

耐
震
の
必
要
が
あ
れ
ば
耐
震
工
事
も
追
加
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
が
、
今
は
修
繕
で
対
応
し
た
い
。

三
浦
議
員

　

熊
本
地
震
を
受
け
て
の
避
難
所
対

策
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
う
対

策
か
。

  

片
田
危
機
管
理
課
長  

　

県
が
７
月
に
避
難
所
緊
急
安
全
診
断
事
業
補
助
金
要

綱
を
策
定
し
た
。
避
難
所
の
天
井
や
電
気
設
備
の
落
下

に
つ
い
て
の
調
査
。

池
下
議
員

　

す
だ
ち
寮
の
築
年
数
は
何
年
か
。

ど
こ
を
改
修
す
る
の
か
。

 

浦
川
福
祉
課
長 

　

築
42
年
経
過
。
改
修
内
容
は
屋
上
防
水
、
外
壁
・
ト

イ
レ
・
浴
室
の
改
修
、
併
せ
て
防
犯
対
策
の
強
化
に
も

取
り
組
み
た
い
。

  

池
下
議
員  

　

こ
れ
だ
け
費
用
を
か
け
る
な
ら
、建
替
す
れ
ば
ど
う
か
。

  

福
祉
課
長  

　

こ
の
施
設
を
続
け
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
い
つ
か
は
建

替
の
必
要
が
あ
る
が
、
世
帯
数
の
推
移
を
み
る
と
改
修

工
事
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

参 議 院 選 挙 区 の 県 を ま た い だ
「 合 区 」に 反 対 す る 決 議

　海陽町議会は、地方の声を国政に届けるため、地方分権に逆行
する参議院選挙区の県をまたいだ「合区」に強く反対する決議を
し、次の参議院選挙では合区の解消を求める決議をした。

提 出 者　三  浦　茂  貴
賛 成 者　池  下　嘉  郎

議
案
の

１
．
技
術
室
改
修
〔
７
４
０
万
円
〕

Ｑ

Ｑ

Ａ
＆

３
．
避
難
所
安
全
調
査
〔
１
５
０
万
円
〕

Ｑ
４
．
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

〔
２
３
３
万
円
〕

Ｑ

２
．
す
だ
ち
寮
改
修
〔
３
４
８
３
万
円
〕

Ｑ

長
岡
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
使
っ
て
小
学
校
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
目
的
を
持
っ
た

基
金
で
、
自
由
に
使
用
し
て
良
い
の
か
。

  

佐
藤
総
務
課
長  

　

は
ぐ
く
み
事
業
と
い
う
の
が
あ
り
、
教
育
分
野
で
活

用
す
る
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
足
り
な
い
分
は
、
目
的

を
指
定
し
て
い
な
い
ふ
る
さ
と
納
税
を
プ
ラ
ス
し
て
対

応
す
る
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

サ
ー
フ
ィ
ン
が
正
式
種
目
に

決
定
し
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を

通
じ
て
町
の
活
性
化
、
地
域

お
こ
し
を
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　
横
産
業
観
光
課
長 

　

海
陽
町
に
は
サ
ー
フ
ィ
ン

を
目
的
と
し
た
移
住
者
が
以

前
か
ら
数
多
く
お
り
、
若
年

家
族
の
移
住
も
相
次
い
で
い

る
状
況
。 

　

今
後
は
、
移
住
の
際
に
大

き
な
条
件
と
な
る
住
及
び
仕

事
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供
で

き
れ
ば
、
地
域
の
産
業
の
振

興
や
人
口
減
少
に
も
歯
止
め

だ
け
で
は
な
く
、
町
内
の
年

齢
構
成
を
若
返
ら
せ
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
も
大

き
な
資
源
で
あ
り
期
待
で
き

る
。 

　
　
サ
ー
フ
ィ
ン
に
対
す
る

地
域
で
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
町
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
授
業
を
し

て
は
ど
う
か
。 

　
　
池
内
教
育
次
長 

一

般

質

問
の
ル
ー
ル
作
り
を
す
る
こ
と

で
、
町
民
み
ん
な
が
気
持
ち

良
く
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　

併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
レ

ジ
ャ
ー
の
分
野
だ
け
で
な

く
、
住
宅
、
子
育
て
支
援
等
、

生
活
支
援
全
般
へ
の
情
報
提

供
を
し
て
、
夢
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

こ
と
で
移
住
や
定
住
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。 

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

多
方
面
か
ら
新
た
な
取
り
組

み
を
提
案
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
と
も
積
極
的
に
検

討
し
て
い
く
。

察
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。 

　
　
産
業
観
光
課
長 

　

行
政
の
役
割
は
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
と
、

サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
の
ハ
ー
ド

整
備
、
地
域
の
ル
ー
ル
作
り

が
上
げ
ら
れ
る
。
全
国
の

サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
の
状
況
や

取
り
組
み
な
ど
を
調
査
・
視

察
す
る
こ
と
も
必
要
。ま
た
、

「
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
」
の

観
点
で
の
調
査
研
究
も
必
要

と
考
え
る
。 

　
　
サ
ー
フ
ィ
ン
は
町
の
活

性
化
、
観
光
産
業
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
活
か

す
べ
き
文
化
。
サ
ー
フ
ィ
ン

と
町
と
の
関
係

性
に
、
将
来
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
、

理
想
は
あ
る
の

か
。 

　
　
前
田
町
長 

　

本
町
の
活
性

化
や
人
口
政
策

に
と
っ
て
も
、

サ
ー
フ
ィ
ン
は

欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
要

因
。 

　

今
後
、
先
進

地
の
調
査
を
実

施
し
、
問
題
点

に
つ
い
て
検
討

し
、
町
民
と

サ
ー
フ
ァ
ー
と

訴
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

調
整
練
習
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
る
。 

　
　
サ
ー
フ
ィ
ン
に
よ
る
町

の
活
性
化
の
た
め
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
サ
ー

フ
ァ
ー
を
募
集
し
て
は
ど
う

か
。 

　
　
産
業
観
光
課
長 

　

サ
ー
フ
ィ
ン
を
含
め
た
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
に
関
し
て
、
地
域

住
民
と
の
連
携
に
よ
り
推
進

し
て
い
け
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

　
　
城
山
荘
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
は
目
の
前
が
海
部

ポ
イ
ン
ト
。誘
致
す
る
な
ら
、

サ
ー
フ
ィ
ン
関
連
の
企
業
が

ピ
ッ
タ
リ
で
は
。 

　
　
産
業
観
光
課
長 

　

サ
ー
フ
ィ
ン
関
係
の
企
業

の
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
行

く
が
、
個
人
事
業
者
で
も

サ
ー
フ
ィ
ン
ま
た
は
海
陽
町

の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
好
き
な
方

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に

向
け
て
の
誘
致
を
し
て
い
き

た
い
。 

　
　

す
で
に
一
定
の
成
果

の
出
て
い
る
宮
崎
県
な
ど
、

サ
ー
フ
ィ
ン
の
先
進
地
に
視

　

学
校
の
体
育
の
学
習
要
領

で
は
学
年
ご
と
に
指
導
内
容

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

授
業
と
し
て
取
り
組
む
に
は

危
険
度
が
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
、
自
然
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
通
常
の
体
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
行
う
の
は
難
し

い
。
実
施
す
る
な
ら
ば
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
と
し
て
の

取
り
組
み
を
考
え
た
い
。 

　
　
通
常
の
体
育
が
無
理
な

の
で
あ
れ
ば
、
中
学
校
の
総

合
学
習
な
ど
で
は
対
応
で
き

な
い
か
。 

　
　
教
育
次
長 

　

危
険
度
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
、
生
徒
の
安
全
確
保
を

第
一
に
考
え
る
と
厳
し
い
。 

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前

調
整
の
キ
ャ
ン
プ
や
合
宿
の

誘
致
は
で
き
な
い
も
の
か
。 

　
　
産
業
観
光
課
長 

　

本
町
に
は
海
部
ポ
イ
ン
ト

を
は
じ
め
、
宍
喰
ポ
イ
ン
ト

や
近
隣
の
生
見
が
あ
り
、
波

が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
あ
る
こ

と
、
宿
泊
施
設
も
充
実
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
練
習
・
調

整
の
候
補
地
と
し
て
は
有
望

と
考
え
ら
れ
る
。 

　

県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の

誘
致
や
、
国
内
外
の
サ
ー
フ

イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
誘
致

し
て
、
海
陽
町
の
優
位
性
を

サーフィン（海部川河口）

サーフィンでの地域おこしを
してはどうか？

〈町長〉 今後とも積極的に検討していく

長
尾
　
正
大
　
議
員

問 問

問問

問問 問

問

答 答

答

答答

答

答答
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①
基
本
設
計
を
し
た
段
階
で

町
が
先
に
材
を
町
の
財
源
で

調
達
し
て
、
材
を
保
管
し
て

お
き
、
補
助
金
の
目
処
が
つ

い
た
時
点
で
、
発
注
し
て
、

そ
の
材
を
業
者
に
買
っ
て
も

ら
う
分
離
発
注
が
で
き
れ

ば
、
実
質
の
事
業
期
間
が
二

年
取
れ
て
、
良
質
な
町
産
材

や
町
有
林
の
材
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

補
助
事
業
の
事
業
実
施
と

な
る
と
、
町
が
調
達
す
る
材

は
町
の
所
有
物
と
な
る
た

め
、
補
助
対
象
外
と
な
る
。

町
が
先
に
材
を
購
入
す
る
た

め
に
は
一
般
財
源
に
な
り
、

起
債
対
象
に
な
ら
な
い
た
め

財
源
的
に
も
難
し
い
。

　
　
②
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
、
ま
ぜ
の
お
か
の

仮
設
住
宅
型
コ
テ
ー
ジ
の
材

料
を
何
十
棟
分
か
備
蓄
し
て

お
い
て
、
平
時
に
は
公
共
施

設
な
ど
に
使
用
し
て
、
そ
の

都
度
、
新
し
い
材
を
補
給
す

れ
ば
ど
う
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

天
然
乾
燥
の
町
産
材
を
使

用
す
る
に
は
備
蓄
庫
が
必
要

で
あ
る
。
倉
庫
の
問
題
、
木

材
の
在
庫
管
理
、
実
施
主
体

は
ど
こ
が
良
い
の
か
、
備
蓄

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

一

般

質

問

答　
横
産
業
観
光
課
長

　

発
注
当
初
、
木
材
の
供
給

で
町
と
業
者
、
ま
た
業
者
間

同
士
で
意
思
疎
通
が
上
手
く

図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
町
産
材
の
供
給
量
が
少

な
く
な
る
と
心
配
し
て
い
た

が
、
現
時
点
で
全
体
の
93
％

を
町
産
材
を
使
用
し
て
建
築

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

人
工
乾
燥
材
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
工
期
的
な
問
題
や

強
度
の
関
係
等
で
、
安
定
し

た
乾
燥
材
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
人
工
乾
燥
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
理
由

で
あ
る
。

問　
天
然
乾
燥
材
が
乾
燥
に

約
４
ヶ
月
ほ
ど
か
か
る
の
に

比
べ
て
、
人
工
乾
燥
材
は
１

週
間
か
ら
２
週
間
で
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
人
工
乾
燥
材
は
、
短
時
間

に
高
温
で
蒸
気
乾
燥
さ
せ
る

た
め
内
部
割
れ
が
生
じ
た

り
、
木
材
本
来
の
香
り
や
成

分
が
抜
け
て
燻
製
の
よ
う
な

匂
い
に
な
り
、
色
も
焦
げ
た

よ
う
に
艶
が
な
く
な
る
。
木

の
切
り
旬
を
守
っ
て
、
乾
燥

に
も
時
間
を
か
け
た
天
然
乾

燥
し
た
町
産
材
を
使
う
こ
と

は
、
単
年
度
で
事
業
を
消
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政

に
と
っ
て
は
、
難
し
い
と
思

う
が
、
良
い
考
え
を
三
つ
提

案
し
た
い
。

　
「
海
陽
町
公
共
建
築

物
等
に
お
け
る
木
材
利

用
促
進
に
関
す
る
基
本

方
針
」
で
、
優
良
な
町

産
材
の
利
用
を
進
め
な

が
ら
森
林
文
化
を
継
承

し
つ
つ
発
展
さ
せ
て
い

き
、
地
域
経
済
へ
の
活

性
化
へ
の
貢
献
に
資
す

る
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
　
今
回
、
ま
ぜ
の
お

か
の
管
理
棟
倉
庫
及
び

交
流
棟
の
建
設
に
あ
た

り
、
町
産
材
が
使
わ
れ

た
が
、
設
計
に
人
工
乾

燥
材
と
明
記
さ
れ
て
い

た
。
な
ぜ
、
町
内
で
用

意
で
き
な
い
よ
う
な
材

を
使
う
設
計
に
な
っ
た

の
か
。

　
　
海
陽
町
総
合
戦
略
の
中

に
各
部
局
、
制
度
毎
の
縦
割

り
構
造
を
排
除
し
取
り
組
ん

で
い
く
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
戎
谷
ま
ち
・
み
ら
い
課
長

　

創
生
総
合
戦
略
で
目
指
す

み
ら
い
を
生
み
出
す
好
循
環

な
町
づ
く
り
に
向
け
、
各
課

職
員
が
情
報
共
有
を
行
い
、

町
の
活
性
化
に
向
け
た
課
題

解
決
や
施
策
の
検
討
と
実
施

な
ど
、
連
携
し
て
行
え
る
組

織
体
制
づ
く
り
に
よ
り
、
好

循
環
な
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
窓
口
を
一
本
化
す
る
な

ど
、
た
ら
い
回
し
を
し
な
い

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
前
田
町
長

　

窓
口
を
た
ら
い
回
し
に
す

る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
各
課
が
連
携
し
た
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
住
民

目
線
に
立
っ
た
対
応
を
第
一

に
考
え
て
い
き
た
い
。

答

答答

答 答

答答 問問

問

問

問

問

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

〈町長〉今後、検討課題になる

町産材の備蓄を
すればどうか

縦割り構造の排除に取組むべきだと思うが

〈町長〉 たらい回しがないよう各課が連携していく

関
係
機
関
と
連
携
し
て
模
索

し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
長

　

ま
ぜ
の
お
か
交
流
棟
倉
庫

兼
管
理
棟
を
建
て
て
い
る
計

画
の
時
に
、
そ
う
い
う
話
が

出
た
こ
と
も
事
実
。
今
後
検

討
課
題
に
な
る
。

　
　
③
国
に
事
前
着
工
や
事

故
繰
越
も
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
天
然
乾
燥
材
利
用

特
区
を
申
請
す
れ
ば
ど
う

か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

天
然
乾
燥
材
利
用
特
区
の

申
請
に
よ
り
、
補
助
事
業
制

度
の
特
区
許
可
や
緩
和
が
で

き
る
の
か
、
国
・
県
・
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

建築中の「まぜのおか管理棟・交流棟」



16

海陽町議会だより　vol.42

残
ら
な
い
。
少
子
高
齢
化
の

中
、
新
し
い
門
出
を
迎
え
る

二
人
に
記
念
と
な
る
物
を
残

し
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
か
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
や
思

い
で
の
場
所
や
写
真
を
貼
っ

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
パ

タ
ー
ン
の
中
か
ら
選
べ
る
婚

姻
証
明
書
に
し
て
は
ど
う

か
。
昨
年
の
婚
姻
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

　
　
奥
原
住
民
人
権
課
長

　

婚
姻
届
受
理
証
明
書
は
戸

籍
法
施
行
規
則
等
で
文
言
な

ど
の
様
式
は
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
上
質
紙
の
証
明
書
は

背
景
な
ど
の
変
更
は
自
由
に

変
更
で
き
る
。

　

現
状
の
デ
ザ
イ
ン
が
良
い

の
か
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
が

良
い
の
か
、
数
あ
る
中
か
ら

選
択
し
て
決
め
る
の
が
良
い

の
か
、
婚
姻
届
提
出
者
な
ど

住
民
の
方
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
向

へ
考
え
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
度
の
婚
姻
届
の
受
理

件
数
は
15
件
。

　
結
婚
直
後
の
初
心
を
忘
れ

ず
、
い
つ
ま
で
も
幸
せ
な
家

庭
を
築
く
た
め
必
要
で
は
な

い
の
か
。
町
が
若
い
カ
ッ
プ

ル
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
こ

の
町
に
住
み
た
い
と
思
う
人

が
増
え
、
特
色
あ
る
町
づ
く

り
と
な
る
。

　
　
子
育
て
支
援
の
内

容
が
一
目
瞭
然
で
分
か

る
冊
子
を
早
急
に
作
成

し
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

　
　
福
祉
課
長

　

対
外
的
に
支
援
策
を

発
信
で
き
る
よ
う
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の

を
作
成
し
た
い
。

一

般

質

問

　
一
億
総
活
躍
社
会
に
向
け

て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ま

で
切
れ
目
の
な
い
母
親
へ
の

支
援
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
社

会
と
す
る
た
め
に
、
社
会
保

障
制
度
の
充
実
が
必
要
と
な

る
。

　
し
か
し
今
、
海
陽
町
で
は

保
育
所
や
幼
稚
園
を
卒
園

し
、
小
学
校
入
学
ま
で
の
２

週
間
、
子
育
て
支
援
に
ぽ
っ

か
り
穴
が
開
い
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
春
休
み
の
間
、
保

育
所
で
の
保
育
も
で
き
ず
、

小
学
生
で
な
い
た
め
学
童
保

育
も
利
用
で
き
な
い
。
働
く

親
は
２
週
間
も
育
児
休
暇
を

取
れ
ず
、
各
自
で
預
か
り
先

を
必
死
に
探
し
て
い
る
。
頼

り
の
祖
父
母
も
仕
事
を
し
て

い
る
た
め
、
孫
の
守
を
頼
め

な
い
。

　

女
性
が
仕
事
を
休
ま
ず
、

し
っ
か
り
社
会
で
活
躍
を
続

け
ら
れ
る
た
め
、
町
と
し
て

何
と
か
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い

も
の
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
に
も
利

用
料
金
が
一
時
間
７
０
０
円

か
か
り
、
一
人
親
家
庭
や

　

二
葉
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る
預
か
り
事
業
を
、
五
歳

児
の
保
育
所
も
し
く
は
幼
稚

園
卒
園
の
児
童
を
対
象
と
し

て
拡
大
し
、
春
休
み
期
間
中

の
実
施
に
向
け
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　
　
二
葉
保
育
所
で
の
預
か

り
は
可
能
か
。
保
育
士
は
足

り
る
の
か
。

　
　
福
祉
課
長

　

現
在
、
支
援
員
と
し
て
２

人
か
ら
４
人
の
体
制
で
行
っ

て
い
る
。
支
援
員
の
確
保
に

つ
い
て
一
緒
に
連
携
し
て
体

制
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
結
婚
す
る
二
人
が

役
所
に
婚
姻
届
を
提
出

す
る
と
、
手
元
に
何
も

パ
ー
ト
臨
時
職
員
で
働
く
母

親
に
と
っ
て
、
か
な
り
の
負

担
と
な
る
。

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

利
用
者
へ
公
費
負
担
を
す
る

と
か
、
現
在
、
二
葉
保
育
所

の
長
期
休
暇
期
間
、
子
ど
も

預
か
り
事
業
を
利
用
で
き
な

い
の
か
。
町
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

来
春
新
入
学
児
童
は
何
人

か
。
今
、
二
葉
保
育
所
の
預

か
り
事
業
を
利
用
し
て
い
る

児
童
数
は
何
人
か
。

　
　
浦
川
福
祉
課
長

　

平
成
29
年
度
に

入
学
予
定
の
児
童

は
51
人
の
予
定
。

長
期
休
暇
子
ど
も

預
か
り
事
業
の
利

用
者
は
、
こ
の
夏

休
み
で
26
人
の
申

し
込
み
が
あ
っ

た
。

　

子
育
て
支
援
と

し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
制
度
が
あ
る

が
、
子
ど
も
の
送

迎
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
と
し
て
い
る
の

で
、
数
日
に
わ
た

る
子
ど
も
の
預
か

り
は
困
難
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

小学校入学直前の幼児への保育支援を

〈福祉課長〉 実施に向けて協議する

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

問

問

問

問

答

答

答

〈住民人権課長〉良い方向へ考える

手元に残るオリジナル
婚姻届を作成しては

答

夏休みの学童保育
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17

行

政

報

告

急
が
れ
る「
命
の
道
」

針
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、
９

月
で
１
年
６
カ
月
に
な
る
。

そ
の
間
、
関
係
機
関
に
要
望

を
続
け
て
き
た
が
、
ル
ー
ト

決
定
は
お
ろ
か
、
都
市
計
画

決
定
、
事
業
着
手
等
、
目
に

見
え
た
進
展
も
な
く
、
本
当

に
苛
立
っ
た
思
い
で
あ
る
。

　

８
月
５
日
は
四
国
地
方
整

備
局
に
要
望
活
動
、
７
月
に

石
井
国
土
交
通
大
臣
が
美
波

　

台
風
10
号
は
東
北
・
北
海

道
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し

た
。
災
害
に
遭
わ
れ
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

し
て
い
る
。

　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
・
海

部
道
路
は
、
平
成
27
年
３
月

に
計
画
段
階
評
価
の
対
応
方

町
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
際

に
は
、
直
接
要
望
書
を
お
渡

し
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

た
。
こ
う
い
っ
た
要
請
活
動

を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
必

ず
や
事
業
着
手
が
早
ま
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
し
、
国

土
交
通
大
臣
に
お
会
い
で
き

た
こ
と
に
よ
る
絆
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

住
民
の
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、「
命
の
道
」
で

あ
る
海
部
道
路
を
一
日
も
早

く
事
業
着
手
し
、
完
成
さ
せ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
よ
り
開
通

が
遅
れ
る
よ
う
な
こ
と
だ
け

は
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　

海
南
病
院
の
件
で
は
特
別

委
員
会
も
立
ち
上
が
り
、
真

剣
に
協
議
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
病
院

経
営
も
少
し
ず
つ
で
あ
る

が
、
上
向
き
つ
つ
あ
る
。
今

以
上
に
内
部
努
力
を
重
ね
、

良
い
方
向
に
改
革
し
て
い
く

努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
、
現
在
交
渉
し
て
い

る
医
師
の
確
保
に
全
力
を
傾

け
て
い
る
。

　

私
の
公
約
の
一
つ
で
あ
っ

た
み
ら
い
会
議
は
、
６
部
会

の
中
か
ら
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
設
立
の
話

が
持
ち
上
が
り
、
５
月
30
日

に
設
立
総
会
を
開
催
し
、
８

月
25
日
に
法
人
登
記
も
終
了

し
た
。
特
定
非
営
利
活
動
法

人
「
あ
っ
た
か
い
よ
う
」
が
活

動
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

監
査
委
員
に
よ
る
平
成
27

年
度
決
算
審
査
が
終
了
し

た
。
そ
の
結
果
、
予
算
は
適

正
に
執
行
さ
れ
、
計
数
処
理

も
適
切
で
あ
っ
た
と
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

普
通
会
計
の
決
算
状
況
の

う
ち
、
積
立
基
金
残
高
、
地

方
債
残
高
、経
常
収
支
比
率
、

実
質
公
債
比
率
等
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
と
比
較
し

て
積
立
基
金
残
高
は
多
く
な

り
、
地
方
債
残
高
は
減
少
、

経
常
収
支
比
率
は
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
、
実
質
公
債
比
率
は

０
・
９
ポ
イ
ン
ト
良
く
な
っ

て
い
る
。

　

危
機
管
理
課
で
は
地
域
強

靱
化
計
画
を
策
定
中
で
あ

る
。
課
長
会
議
で
検
討
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
、
最
終
的
な
計
画
に

し
た
い
。
こ
の
計
画
は
、
海

部
道
路
の
早
期
事
業
着
手
の

要
件
の
一
つ
と
し
て
要
請
さ

れ
て
い
る
。

  

国
・
県
・
町
及
び
地
域
関

係
団
体
並
び
に
住
民
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
防

災
公
園
検
討
会
を
開
催
し
て

い
る
。
国
は
、
町
が
要
望
し

て
い
る
高
規
格
道
路
の
ル
ー

ト
並
び
に
、
宍
喰
地
区
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
・
町
が
連
携
し

て
宍
喰
地
区
防
災
公
園
の
検

討
と
併
せ
て
、
高
規
格
道
路

と
の
連
絡
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
の

会
議
で
は
、
防
災
公
園
の
平

時
の
利
用
方
法
等
を
検
討

し
、
本
年
中
に
案
を
ま
と
め

る
予
定
で
あ
る
。

　

海
陽
町
始
ま
っ
て
、
初
め

て
の
定
住
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
が
開
設
さ
れ
た
。
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、
今
後
も
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
城
山
荘
を
中
心

に
、
今
ま
で
以
上
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長
　
前
田
　
惠

敬老会での挨拶

徳島県防災訓練での講評
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今
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
も
よ

く
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
必
死
に
な
っ
て
粘
り
強
く
頑
張
っ
て

い
る
選
手
の
皆
さ
ん
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
大
変
感

動
し
ま
し
た
。

　

人
生
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
。
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
特
に
現
代
の
若
者
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
厳
し
さ
に
耐
え
、
我
慢
す
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
若
者

だ
け
で
な
く
、
高
齢
に
な
っ
て
も
毎
日
自
分
に
合
っ

た
運
動
を
し
て
、
体
調
を
整
え
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
大
歓
迎
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
広
報
を
町
民
の
皆
様
が
わ

か
り
や
す
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
委
員
一
同

努
力
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・

ご
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。   （
池
下
）

お鯉の会 鯉
こい

敏
とし

社
しゃ

中
ちゅう

グループで練習

全体で演奏

　海の幸・山の幸が豊富で新鮮。食べ物が美味しい。
住んでいる人は人情がゆたかで、文化に関心のある
人も多く、町が明るい。

　風光明媚な海陽町のことを、県内外の多くの人た
ちにアピールし、『地域の活性化』につなげていけた
らと思います。

　社中のほとんどの人が「読んでいる」と答えました。
中には「毎号楽しみにしている」と答えた人も何人
かいました。

議会だよりを読んでいますか？

　お鯉さんが遺した「よしこの」や、数々の三
味線の名曲を後世に伝えることを目標にし、
その担い手の一人になれるよう、みんな楽し
く頑張っています。

海陽町のいいところは？活動内容を教えてください。

海陽町に対する要望はありますか？

発表会の後　みんな笑顔


